
新潟の特色である「食」に関する多角的な情報が満載！食の持つ健康機能や美味しさについて、生産から、調理・
加工、評価、機能性、咀嚼・介護、災害時の食まで、重要な食の情報をお伝えします。新潟の魅力である「食」を学
び、健康と地域を考えましょう。

新潟から発信する「 食 と 健 康 」

平成2８年度後期 新潟大学公開講座 受講者募集のお知らせ

講義概要

日 時 １０月２２日～１２月１７日

毎週土曜日（１１/５、１１/１２、１２/3を除く）

１３：００～１５：００

会 場 新潟大学農学部１階Ｃ１１０講義室（新潟市西区五十嵐2の町８０５０番地）

対 象 者 一般市民

●定 員 ８０人

受 講 料 ７,４１０円

申込締切 １０月１４日（金）

講義内容

※学生（大学生以下）は受講料無料です。

該当する方は必ず産学連携課までご連絡ください。

日 程 講 義 題 目 講 義 内 容 講 師

１０月２２日（土） １２時４５分～１３時まで開講式を行います。

１０月２２日（土）
１３時～１５時

食物と健康～食品成分が
私達の健康に及ぼす影響～

私達の食物には身体に良い成分とともに有害な成分も含まれています。
本講義ではそれらの影響に関する最近の知見を紹介します。

自然科学系（農学部）
教 授 城 斗志夫

食品アレルギーと抗アレル
ギー食品

食品アレルギーの発症機序と腸管免疫の特徴について概説し、期待され
る抗アレルギー食品を紹介します。

自然科学系（農学部）
准教授 原 崇

１０月２９日（土）
１３時～１５時

食品のうま味から見る美味
しさ

食品の美味しさには色味、香り、食感などが関係します。それらの中で
も重要な「うま味」について解説します。

自然科学系（農学部）
准教授 藤 村 忍

米とその加工：新之助の美
味しさの秘密

全国で最も美味しいとされる新潟のお米。新たに開発された「新之助」
の開発の歴史や特徴などを解説します。

自然科学系（農学部）
フェロー 大 坪 研 一

１１月１９日（土）
１３時～１５時

米タンパク質の健康機能
お米の未知の機能性を探る中で、タンパク質の中に豊富な健康機能性を

発見しました。その経緯をお話しいたします。

自然科学系（農学部）
教 授
副学長 門 脇 基 二

米タンパク質由来ペプチド
の多彩な健康機能

米タンパク質中に含まれるペプチドが有する抗菌・抗炎症・創傷治癒な
どの健康機能を紹介します。

自然科学系（工学部）
教 授 谷 口 正 之

１１月２６日（土）
１３時～１５時

ル レクチエの美味しさ
新潟の冬の風物詩でもあるル レクチエの栽培から出荷までを美味しさ・

品質因子という視点から紹介します。
自然科学系（農学部）
准教授 元 永 佳 孝

災害食：災害を乗り切る食
の備えと総論

災害時の食は、従来の非常食のみでは対応できないことが判明していま
す。被災地で生じた課題と新たな食の開発状況から、食の備え方を解説し
ます。また新潟から発信する「食と健康」のまとめを行います。

自然科学系（農学部）
准教授 藤村 忍

１２月１０日（土）
１３時～１５時

食にかかわる消費者の行動
～購買行動～

スーパーなどでのお買い物。食にかかわる消費者の行動について、購買
行動を中心として解説します。

自然科学系（農学部）
教 授 清 野 誠 喜

調理を科学する
料理の美味しさや栄養価は、調理の仕方に左右されます。調理において、

食品やその成分を科学的に理解することの意義についてお話しします。

人文社会・教育科学系
（教育学部）
准教授 山 口 智 子

１２月１７日（土）
１３時～１５時

食べることと飲み込むこと
の不思議なメカニズムとそ
の病気

高齢者や病気になって初めて分かる食べることの大切さ、まだまだ分か
らないことだらけの機能を解説するとともに、食べることの問題が抱える
病気についてのお話をします。

医歯学系（歯学部）
教 授 井 上 誠

新潟が誇る高圧食品加工技
術

新たな夢の食品加工技術で、現在、世界中に注目されている高圧食品加
工技術の基礎と応用などについて解説します。

自然科学系（農学部）
教 授 西 海 理 之

１２月１７日（土） １５時～１５時１５分まで閉講式を行います。



平成２８年度後期	新潟大学	公開講座受講申込方法	

	

１）〜３）のいずれかの方法でお申し込みください。	

	

１）インターネット	 （HPへの直接入力による申込ができます）	

	 	 	 	 http://www.niigata-u.ac.jp/lecture-form/	

	

	

２）メール	

	 	 件名を「公開講座受講申込み」として、	
	 	 ①希望講座：「食と健康」	 ②氏名（フリガナ）	 ③郵便番号・住所	 ④電話番号	 ⑤性別	 	

	 	 ⑥年齢	 ⑦職業	

	 	 ⑧新潟大学公開講座の受講経験（ある・ない）	

	 	 ⑨今後の本学公開講座のご案内（郵送を希望する・E-mailを希望する・希望しない）	

	 	 	 	 	

	 	 	 →送信先：koukai@adm.niigata-u.ac.jp	

	

	

３）Fax	 	 以下の全ての項目を記入し、Fax送信して下さい。	 →FAX:	025-262-7513	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 					 希	望	講	座	 受講
料	

３	 新潟から発信する「食と健康」	 						７,４１0		円	

フリガナ	 	 性	 別	 	

職業	

	

氏	 名	
	

男	 女	

年	 齢	 １０代					２０代					３０代					４０代					５０代					６０代					７０代以上	

住	 所	 〒	

電話番号	 	
新潟大学公開	

講座の受講経験	
ある	 	 	 	 	 	 	 	 ない	

E-mail	

アドレス	
	

今後の本学公開講座の	

ご案内について	
郵送を希望する	 	 	 	 	 E-mailを希望する	 	 	 	 	 	 希望しない	

備考	 	

申込書に記載の個人情報は、公開講座に関する連絡（募集案内・受講のご案内の送付等）及び手続

きのためのみに利用します。個人情報は適切に管理し、法令に基づく場合を除き、利用目的以外に

利用又は提供することはありません。	

	



お申込み／お問い合わせ先	

新潟大学	 研究企画推進部	 産学連携課	

〒950-2181	新潟市西区五十嵐2の町8050番地	

電話	025-262-7633		FAX	025-262-7513	

月～金曜日（祝日を除く）9:00〜17:00	




